






Studies of Phosphate Bonded Investment(part 7)
Remanufacture of the used investment materials














































































































































































































Factor a b C d
Inves㎞ent　A60．9“ 19．9⇔ 82．9帥 81．7⇔
Addition　B15．3⇔ 29．9帥 5．1“ 7．7帥
A×B 20．7．° 25．9“ 6．2⇔ 7．9“Error 3．1 24．3 5．8 2．7










































































hNVESTMENT 0 5％ 10％ 15％
Cera　Vest 十 0．05±0．003 0．06±0．02 0．06±0．01
Full　Vest 0．37±0．08 0．72±0．11 0．59±0．06 0．67±0．04
Su㎜a　Vest 0．11±0．01 0．19±0．03 0．35±0．02 0．47±0．05
Cerami　Gold 十 0．10±0．01 0．08±0．01 十
松本歯学　13（2）1987
あった．埋没材SOの硬化時膨張は添加量10％と
15％の時に低下した．硬化時膨張が増加した埋没
材はWMとSOの5％添加した場合であった．
　再生粉末を埋没材に添加することによって，埋
没材中の結合材の含：有量は減少することになる．
結合材が減少すれば反応時の結晶の数は減少す
る．したがって，硬化時膨張は小さくなると考え
られる．しかしながら，埋没材WMの硬化時膨張
は大きく得られたことは結晶の減少による影響よ
りも充墳密度が向上したために結晶成長時の寸法
変化が効率よく伝達された結果と考えられる．他
の埋没材は充填密度の影響よりも結合材の減少の
影響が大きく生じたものと考えられる．
　加熱膨張は埋没材SOに再生粉末を添加しても
何等変化は認められなかった．埋没材GC，　FU，
WMは再生粉末を添加することによって0．1－
0．2％大きくなっている．加熱膨張は耐火材の種
類，粒形，大きさによって左右されるため，この
原因は充墳密度の増加によると考えられる．埋没
材SOの場合については他の原因が考えられる．
　圧縮強さは結合材が再生粉末を添加することに
よって減少するために圧縮強さは小さくなると考
えられる．しかしながら，埋没材FUを除いて圧
縮強さは増加の傾向にあった．埋没材SOは添加
しない時と比較して約40kg／cm2大きくなってい
る．再生粉末を添加することによって充墳密度が
向上すること以外の因子も考えられる．この原因
は酸化マグネシウムとリン酸アンモニウムとの反
応によって生じる結晶の形態に差が生じたことと
コPイダルシリカのゲル化する時期が影響され，
クリストバライト，石英，ゲル化したシリカのそ
れぞれの分布状態が添加しない時と差が生じてい
るためと考えられる．
　鋳造精度は硬化時膨張と加熱膨張の大きさに
よって左右される．再生粉末を添加することに
よって，硬化時膨張が減少しても加熱膨張が大き
く得られた埋没材GCの鋳造精度はほとんど差が
認められない．埋没材SOの加熱膨張は添加しな
い場合と添加した試験片との差は認められない
が，硬化時膨張は添加することによって減少する
ために鋳造精度は悪くなっている．また，埋没材
FUの鋳造精度も再生粉末を添加するにしたがっ
て収縮する傾向になっている．この原因は硬化時
膨張の減少が大きく影響したものと考えられる．
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　鋳造精度は加熱膨張，硬化時膨張によって左右
されるが，再生粉末を添加することによって，結
合材が減少し，硬化時の発熱温度の低下が生じる．
この現象によってワックスが軟化する度合が少な
くなり，硬化時膨張はワックスに阻害され十分に
得られなくなることも考慮しなければならな
い8）．
結 論
　市販されている4種類のリン酸塩系埋没材に再
生粉末を5，10，15％とそれぞれに添加し，硬化
時膨張，加熱膨張，圧縮強さ，鋳造精度について
種々検討した．その結果以下の結論を得た．
　1）埋没材GC，　FU，　SOの硬化時膨張は再生粉
末の添加によって，減少した．
　2）埋没材GC，　FU，　WMの加熱膨張は再生粉
末の添加によって増加した．
　3）埋没材GC，　SO，　WMの圧縮強さは再生粉
末の添加によって，増加した．
　4）埋没材GC，　WMの鋳造精度は再生粉末に
よって，大きく影響されなかった．一方，埋没材
FU，　SOの鋳造精度は添加量が増加するにした
がって悪くなった．
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